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詩集 『ガー リブ詩集』 に表れた カイス と

フ ア ル ハ ー一 ド

片 岡 弘 次

(一)『 ガー リブ詩集』に表れた人物

『ガー リブ詩集』 の中にはアラ ビア ・ペルシ ャ文学 の中に出 て く る故事来歴に

関係 した多 くの人物 が見 える。例 えば,美 男の ヨセ ブや彼を誘惑 し ようとしたズ

ライカ,あ るいは王権 を誇 り酒 の王 とされ たジ ャムシー ド王,シ ナイ山頂 のモー

ゼ,死 者を蘇 らせ る天使 イス ラー フィール,道 案内人 のキズル,砂 漠を放 浪した

カイス,ベ ス ヴィオス山を掘 り運 河を通し新鮮 な ミル クを得 させ た ファルハー ド

な ど多 くの人物が見 える。だが これ らの中で ガー リブは愛 の話 を語る時,カ イス

や フ ァル ハー ドを好 んで取 リ上げた。

カイスは,7世 紀 アラ ビアのネジ ド高原 のある部族長 の息子であ ったが,他 の

部族長 の娘 ライラーを恋 し,そ の名 をある詩 の中に書いたが,ラ イ ラーの一族 の

名誉を傷つけた とし,求 婚を断 られ てしまった。

ライラーもカイスを慕 っていたが,他 の所に嫁が され,カ イスは恋 の苦 しさの

あ ま り発狂 し,狂 人(マ ジュヌーン)と なって破漠 をさまよい,ラ イラーの幻影を

追い続けた。

ー 方 ファルハ ー ドもまた
,7世 紀頃の人物であ った。石工であ ったが,ア ル メ

ニアの王ホス ロー ・パル ヴェーズの妻シ ー リーンを見て,そ の美 し さ に ひ か れ

た。彼女を恋す る石工の話が国中に広 まると,そ の夫であ る王は困 って しまい,

フ ァルハ ー ドを亡 きものにしてし まうはか りごとを巡 らした。

これ らの話の主人公は ウル ドゥー文学 で も愛の物 語の登場 人物 として有名であ

る。 ウル ドゥー語詩人 もこれ ら両者を取 リ上げている。 ミール(1723～1810)は カ

イスを多 く,イ クバ ール(1873～1938)は 石 工 ファルハ ー ドを多 く,現 代の詩人 フ

ァイ ズ(1911～1984)は 圧 倒的に カイスを多 く取 り上げ,そ の中で 自らの思想を表

現してい る。だが ガー リブは これ らの詩人以上に,巧 みに両者の人物を象徴や比

喩 として用い,文 学的効果を上げた。
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(54) 詩集 『ガーリブ詩集』に表れたカイスとファルハード(片 岡)

カ イス及びそれに関連 した事柄は 『ガー リブ詩集』の中で27の 対句の中に見え

る。 ファルハ ー ドの方は10の 対句だけで,カ イスの方の使用頻度が多い。それを

表にす ると最後 の頁にあ るよ うな ものとな る。

『ガー リブ詩集』 のテーマの多 くは,愛 につ いてで あ る が,カ ィスや ファルハ

ー ドが出て くるのは表 に よ り
,20代 の 半ばである ことが分か る。50代 に もカィス

や ファルハ ー ドを使 って書いてい るが,恋 愛ではな く当時の社会を述べ る もの と

な ってい る。例 えば

ガザル205―21852年

背 の高さや髪の毛でカイスやコーカンは試される

われらがいるところ ここでは首つり台やその綱で試される

ガザル205―31852年

石工ファルハードの勇気は 後で試される

今試されるのは その弱 っている方の体だ

これ ら両詩 とも,ガ ー リブがその社会 の一 員で あったムガル朝 の衰 退 と,19世

紀 半ばか ら起 こって来 るイギ リス植民地 主義下の イン ドの様 子を述べた ものであ

る。

(二)ガ ー リブ と狂 人(マ ジ ュ ヌー ン)の カ イ ス

ガー リブは1810年,13歳 で2歳 年下 のウムラーオ ・ベーガムと結婚 した。相手

はデ リーに住ん でお り,一 緒に生活す るよ うにな った のは,ガ ー リブがデ リーに

定 住す るよ うに なった1816年,19歳 の時 からであった。デ リーで生 活を始めてか

ら間 もな く,ガ ー リブは生涯忘れ る ことので きない恋 に陥った。相手は踊 り子で

あ ったが突然亡 くなってしまった。40年 後 の1860年,友 人のムザ ッファル ・フサ

イソ ・ハ ーソに ペルシ ャ語で 「彼 女の面 影が時 々書に浮かぶ。生 きている限 り,

彼 女 のこ とが忘れ られ ない」 と書 く程,そ れ はガー リブの心を動かした恋であっ

た1)。

ガー リブの20代 における詩 には,石 工 ファルハー ドに較 べ,カ イスの方が圧倒

的 に多 く出て来 る。 カィスは亡 き恋人 ラィ ラーを求 めて砂 漠を放浪 したが,ガ ー

リブは,ラ ィラーを慕 うカィスの中に,踊 り子 を恋す る自分の 姿 を重ね合せ て,

カ ィスの方 によ り多 くの親 しみを感 じていたであろ うこ とは容易 に推測がつ く。

しか しなが ら,ガ ー リブは恋す る人 では あったが,恋 の病 に とりつかれ てしま

うタイ プでは なかった。それ をつぎの ように表現 している。
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(55)詩集 『ガーリブ詩集』に表れたカイスとファルハード(片 岡)

ガザル56―11833年

われらは恋の病いをなおす人 だが

病人が快癒しなくもキリス トの治療に何の落度があろうか

ガザル149―1後1821年

われらに愛などない あるのは狂気だけ わが狂気こそ

おまえの名声を高める役をしてしまい

ガー リブの恋は狂気 であった。そして恋に狂い砂漠 を放浪 し,足 に肉刺を作 る

ことが ガー リブの理想 であった。 これ こそ カイスの恋 であ り,彼 は ひたす らそれ

に近 づ こ うとした。その思いをつ ぎの よ うに述 べている。

ガザル3―11821年

カィス以外 他の誰 も砂漠を歩き回ることができなかった

砂漠 と言えど 嫉妬深い人の額の狭さでしかなかった

この対句 の中でマジ ュヌー ンである カイスの愛の唯一性を述べてい る。恋人を

探 し荒野を さまよ う狂人 が恋の世 界において ガー リブには模範 と見えた。だがそ

のカイスにつ いて他 の誰かが 同じ ように述べて も説得力が な い2)。 巡礼に行 きカ

ーバ を目 の前 に見なが ら
,引 き返して しま う程 の精神 の自由を失なわない ガー リ

ブであったか らこそ,そ の言葉に説得力があ る。

カイスとガー リブの精神面 における類似性は,両 者 ともに愛 の前に率直に頭を

下げ ることで あった。だ がカイスの狂 気の無謀を弁護しなが らもガー リブは カイ

スに対 して皮 肉の色 をつぎの ように浮かべている。

ガザル215-21821年

世界中がマジ ユヌーソの狂気の埃だ 完全に

いつまでその埃をライラーの巻髪 と考えていられよう どの方が

ガー リブは 自尊心が強い ことで有 名であったが,そ の好例 はつ ぎのである。

1840年,ガ ー リブは デ リー ・カ レッジのペルシ ャ語担当の正教授 として迎え ら

れ ることにな った。就任 の 日,カ レッジに出かける と門の所 に出迎えの人がいず,

「教授 として相 当な扱 いをして くれない」 と怒 ってその職 に就 くことを辞 め て し

まった。それ程 自尊心 の強 い人 であった。だが他 の人 が持つ優れた点を認め る柔

軟性を も持 っていた。 この柔軟性 こそが彼 を偉大 な詩人 た らしめたので あ る3)。

カイスに関 して もガー リブはそ の偉大 さを認 め,そ れ に近 づ こうともしてい る。

ガザル36―101821年

私は恋狂いの人に向って 子供の時 アサ ドよ
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(56) 詩 集 『ガ ー リブ詩 集 』 に 表 れ た カ イス と フ ァル ハ ー ド(片 .岡)

石をぶっつけようとした だが今わが頭が浮かんで来てしまい

ここに ガー リブの中に 自か らの頭 をマジ ュヌーンの頭 にしてし まいたい とす る

気 持が表れてい る。

マジ ュヌーンの恋 を語る時,ガ ー リブは マジ ュヌーンが歩 き回 る砂漠や荒野に

も必ず言 及す る。砂漠 の威厳,偉 大 さはマ ジュヌーンがそ この住人であ った こと

で生 じている と考 えてい る。砂漠 の輝 きもマ ジュヌーソの 書の輝 きであ る。砂 漠

の生気は マジ ュヌーンが存在 した こ とで永遠性を得た と考えてい る。

ガザル141―61821年

おのおのの家は住む人により輝きがあるアサ ドよ

マジ ユヌーソが死んでから 森は荒涼としている 、

ガザル171―41821年

カイスの息は砂漠の目や明か りだ

たとえライラーの暗いテン トの燭台になれなくてもそれはいい

ガザル229―71816年

パル ダーをつけないで マジ ユヌーソの方に行かないでくれ

すべての砂のべ一ルの後に 不安な心があるので

ガー リブは カイスの愛を愛 の理想 と考え,カ イスが砂 漠 と関係を持 ってい るこ

とに対 し敬意を表 している。 ガー リブに とって放 浪の場 は,思 考の世界であ り,

や が てガー リブは 自我 の世界 を放浪す る ことにな る。 その様子が,ガ ザル92―9

1847年,ガ ザル157―11833年,ガ ザル175―61833年,ガ ザル203―41826年

な どに見 える。

ガー リブの対句 の中に,狂 気,狂 人 の手持 ち無沙汰,狂 人の さまよ う荒 野,足

裏,肉 刺 な どの語句 がよ く出て来 る。 これ らの語句は カイスや カイスが歩 き回 っ

た砂漠 と関係 を持 ち,カ イスの行動 を象 徴す る語句である。 ガー リブの新 しさは

これ らの語句を用 いて連続 した意味を持つ ガザル とさせ,ま たそれぞれの対句の

意味 に多層性を持 たせてい ることにあ る4)。

ガー リブは家 の崩 壊を,砂 漠や狂 人な どの語句を使い,つ ぎの よ うに表 してい

る。

ガザル102―3後1826年

わが家は荒廃の点では砂漠に劣らず だが広さはない

しかしこの砂漠にいると幸なこと あまりの楽しさにわが家を思い出さずすみ

ガザル157―11833年
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(57)詩集 『ガーリブ詩集』に表れたカイスとファルハード(片 岡)

戸や壁から緑が萠え出てしまい ガーリブよ

われらが砂漠をさまよううちに わが家に春が来て

ガー リブの心にひそむ偉大な もの と同化 したい とい う願いは,ご く人間的な要

求 と言える。その願望が ガー リブにつ ぎの よ うに言わせてい る。

ガザル160―5後1847年

お まえにわれらもして見せよう マジュヌーンが何をしたか

もしも安らぎが隠れた悲 しみの混乱より得られるなら

ガー リブの自尊心はや がて 自我の表現に向 ってい った。あ る時は狂気の中で,

また ある時は砂漠 を放浪す る狂人 となってそれを表 現しよ うとした。か くして,

そ の表現 は カイスの心 奥にまで深 く進 入す ることとな ったのであ る。

ガザル174―11816年

わが歩 くたび 目的地の遠さが明らかになり

わが歩 く速度で逃げて行き 恋の荒野が私から

(三)ガ ー リ ブ と石 工 フ ァ ル ハ ー ド

ガー リブは石工 ファルハ ー ドを狂人(マ ジュヌーン)の カイスの よ うな愛の高い

象 徴にはしなかった。 カイスの愛は嫉妬す る程,価 値あ るもの,見 習 うべ きもの

とガー リブは 考えていた。だが ファルハ ー ドに対 してはその愛を羨望す る代わ り

にむ しろ憐れ みや同情 を抱いた。そしてその愛を批判的な 目で 見て,フ ァルハ ー

ドを単 なるあ りふれ た恋に狂 う者 として しか扱 っていない。

ガザル37―8後1847年

仕 事に貴賎はない 石工 ファルハードを悪 く言 うな

われら恋に狂う者の中 彼こそわれらの リーダーだ

この 「ファルハ ー ドを悪 く言うな」 の言葉 の中に,ガ ー リブの同情が込め られて

いる。即ち ガー リブは ファルハ ー ドを恋す る者 とは考 えてい るが,せ いぜい愛の

犠牲者 ぐらいに しか扱 っていない。

ファルハ ー ドの手に斧があ ることは ガー リブに よって羨 ましい ことであ った。

ガザル176―7後1847年

斧が石工ファルハードにシーリーンと話し合わせた

何事であれ 一芸に秀ずることは いいことだ

ガザル3―61821年

斧なしでは死ねなかった コーカンは アサ ドよ
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(58) 詩 集 『ガーリブ詩集』に表れたカイスとファルハード(片 岡)

今 までの習わ しに幻惑された者でしかなかった

後 の対句は,恋 していたシー リンが亡 くな った との偽 りの言葉を,老 婆に変装 し

た使 いか ら聞 き,フ ァルハ ー ドが悲しみのあ ま り斧で 自分 の頭を打ち,死 んだ こ

とを表 している。本 当に恋 していれ ばその知 らせを聞いただけで死んだ筈である

とガー リブは考え る。愛 において,そ の困難に耐 える こと,そ して命を捧げ るこ

とこそ 恋する者の誇 りである。 だが コーカソにそれがない と見てい る。

ガザル58―61821年

誰 だ 恋の強い酒に立ち向える者は

繰 り返 し登る 酌人の唇の上に その呼び声が 私が死んだあと

ガザル7―1後1821年

恐怖で死んだ 闘いの準備のない者は

恋とはベテランの仕事 勇者であることを必要とし

ファルハー ドの愛 にガー リブは勇 気のなさを感 じた。ガー リブの考え では恋す る

者 は恋 の強 い酒 に立 ち向かえ る人 で,ま たヴ ェテ ラソでな くてはな らない。

ガザ ル43―71821年

石工ファルハードは アサ ドよ シーリーソの顔を描 く単なる絵かきだった

石に頭をぶっつけて死んで しまうようでは 本当の恋人になれない

と言 って,フ ァルハー ドの行為 を皮 肉 り,軽 蔑 の感す ら表 している。

ファルハ ー ドの中にあ る習慣 の虜,勇 気 のなさ以上 にガ ー リブが ファルハ ー ド

を 好 きにな らなか った理 由は,愛 にお いて自分 自身 を卑 しめる態度 であ った。

ガザル102―2後1828年

一方でシーリーンに恋し 他方でその夫ホスローの館づくりに精を出す とは

われらは認めぬ 石工 ファルハードの行為を善行とは

(四)ガ ー リ ブの 両 者 に 対 す る見 解

ガー リブは愛の世界で有名な二人 の主人公を以上 の通 り異な った見方 で見た。

即 ちマ ジュヌーンであ るカィスを大胆で勇気 ある恋人 と考 えた。それは ガー リブ

の 自由奔放,自 尊心を尊ぶ性格 とも相通 じていた。

一 方 ファルハ ー ドは ガー リブの眼には
,自 尊心 のない恋人 として映 り,憧 れの

対 象 とはな り得なか ったので ある。
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(59)詩集 『ガーリブ詩集』に表れたカイスとファルハード(片 岡)

『ガー リブ詩 集』 に表 れた カイス とファルハ ー ド

カ イ ス(マ ジ ュ ヌー ン)と そ の 関 係

初 出年 対 句 番 号 キ ー ワー ド

1816148―3マ ジ ュ ヌー ソ

1816167―2マ ジ ュ ヌー ン

1816174―1荒 野,刺

1816191―1荒 野

1816191―5狂 人,荒 野

1816223―3砂 漠

1816229―7マ ジ ュ ヌ ーン

18213―1カ イ ス,砂 漠

18216―1カ イ ス

182119―3マ ジ ュ ヌー ン

182136―10マ ジ ュ ヌー ン

182143―2マ ジ ュ ヌー ン

182162―3マ ジ ュ ヌー ン

1821105―1カ イ ス,ラ イ ラ ー

1821141―6マ ジ ュ ヌー ソ

1821171―4カ イ ス

1821215―2マ ジ ュ ヌー ン

1821215―8小 石 、 狂 気

1821215―11狂 人 の手 持 ち無 沙 汰

1826203―4運 命,荒 廃

後1826102―3荒 廃,砂 漠

1833157一1戸,壁,緑

1833175―6荒 野,肉 刺

184792―9恋 狂 い

後1847160―5マ ジ ュ ヌー ソ

1852205―5カ イ ス

1853209―10マ ジ ュ ヌー ン

フ ァル ハ ー ド(コ ー カソ)と そ の 関 係

初 出年 対 句番 号 キ ー ワ ー ド

18161―2孤 独 の 夜

18213―6コ ー カ ン

182143―7コ ー カ ン

182158―6恋 の 酒

後18217―1恋 とは

後1828102―2シー リー ン,ボ ス ロ

ー,フ アル ハ ー ド

1838122―2コ ー カ ソ

後184737―8フ ァル ハ ー ド

後1847176―7フ ァル ハ ー ド,シ ー リ

ー ソ

1852205―2コ ー カ ン
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〈キ ー ワ ー ド〉 文 学,ガ ー リブ論,『 ガ ー リブ詩 集 』

(大東文化大学教授)
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